iStorage NSシリーズ

VERITAS BackupExecを使ったシステム復旧
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1） システム復旧手順（VERITAS BackupExec）

<バックアップ>

※Server Appliance Kit バージョン2.x(注)でスナップショット機能（Persistent Storage Manager）をご使用の場合、バックアップ前に必ず全ての固定イメージを削除してください。固定イメージが残っているとバックアップ／リストアが正常に行えません。
 (注)Server Appliance Kit バージョンは、WebUIの[ヘルプ]ページの「Windows Powered サーバー アプライアンスについて」又は「Windowsサーバの管理用Webユーザー インターフェースについて」で確認してください。

１．Backup Execでのバックアップを行う際、「全てのドライブ」と「システム状態」を選択する必要があります。

※「システム状態」をバックアップしないとシステムを復旧できませんのでご注意ください。


[image: image7.png]TPAIDUR TR
Sl DUR FPROZE
Exchanze DU R F75C
Sharepoint DU F 75

JUAR ATV
oL

Exchange

Danino

Netlfare SHS

JapeD: A0S

JIOEEEE: [F8

STUAHESZI7 NOUARPHS
& BT RO LRSS

© FADEOTVE EEELBO0

© FRDEOTIEBE0H LEEIR0

I~ BRI NEIANPIHE
P TIN50
¥ - EERETHD

=lolx|

Felel L)

Y





※Server Appliance Kit バージョン2.x(注)でスナップショット機能をご使用の場合、固定イメージを全て削除してもスナップショット用のフォルダ（デフォルトでは x:\snapshots、ｘは各ドライブ文字）は残っておりますので、BackupExec設定のバックアップ対象から各ドライブ配下のスナップショット用のフォルダを除外して下さい。
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<システムの復旧>

1． iStorage NSのユーザーズガイド等に記載されている手順に従いOSの復旧（再インストール）を行います。
2． OSの復旧が完了したら、コンピュータをリブートし、Backup Exec をインストールします。

この時、Backup Exec のサービスアカウントをバックアップを行った際のサービスアカウントと同じ設定にする必要があります。（ログインユーザ名とパスワード）

３． Backup Execを起動し、バックアップテープを装置に挿入し、ナビゲーションバーから
「デバイス」を選択します。「ツール」メニューから「デバイスとメディア」－「インベントリ」を実行します。

４． 続いて、「ツール」メニューから「デバイスとメディア」－「カタログ」を実行します。

５．ナビゲーションバーから「リストア」を選択すると、バックアップ内容が表示されているので、全てのドライブとシステム状態を選択します。
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６．左のメニューから「全般」を選択し、「常にディスク上のファイルを上書きする」
をチェックします。「開始」を押下するとリストアが開始されます。
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７．リストアが終了し、コンピュータをリブートすると、システム復旧が完了します。

  (リストア直後のリブートには、通常より時間がかかる場合があります)

２） バックアップリストアにおける注意事項

① 集合型DATでBackupExecを使用する場合、”Changer0 装置の構成に失敗しました” のポップアップが表示されることがあります。

「Removable Storage Service」が起動していることが原因です。
BackupExecを導入いただいている場合、同サービスを有効にする必要はありません。以下の手順で、サービスを無効にしてください。以下の手順は、BackupExecが動作していない状態で行ってください。
· 「コントロールパネル」－「Administrative Tools」－「Services」を起動します。

· 「Removable Storage Service」を選択し、プロパティを開きます。
· 「スタートアップの種類」が「自動」になっているので「無効」に設定します。

· iStorage NSを再起動してください。
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② フルリストア後、ドメインにログオンできない(ローカルにはログオン可能)。
OSを新規に設定(リカバリ)した場合は、ドメイン参加の再設定が必要です。

localアカウントでログオンし、一旦ワークグループに設定した後に、再度ドメインに参加してください。

以上

チェックをはずす。








